
 
 

 

 

 

 

 

 

聖 母 園 

 

１ 再評価実施日 

   令和元年９月１１日 

 

２ 評価実施者 

   北九州市（北九州市児童福祉施設等第三者評価委員会） 

 

３ 再評価結果 (※評価結果・・・平成２３年９月２７日 通常評価実施) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎（１） 全体的な計画（保育課程） 

評価結果  保育課程を保育所保育指針に基づき区分して、保育の目標を具体化したねら 

いと内容が各年齢を通じて、一貫性のあるものとなることと、見直しについて 

は保護者へのアンケート調査等を参考にして行うことが望まれていました。 

再評価結果 全体的な計画（保育課程）は保育理念や基本方針に基づいて作成され、ねら 

いと内容が各年齢を通じて一貫性のあるものとなっています。全体的な計画の

見直しは、適切に行われています。 

◎（２） 指導計画 

評価結果 年間・月間・週間指導計画について、保育所保育指針に基づき保育課程のね

らいや内容に対応し、一貫性のあるものとなることが望まれていました。 

再評価結果 指導計画は保育所保育指針に基づき、全体的な計画（保育計画）のねらいや 

内容に対応し、各年齢を通じて一貫性をもって作成されています。 
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◎（２３） 障害児保育 

評価結果 障害児保育については、対象となる子どもはいませんが、バリアフリーに向

け、物理的な保育環境づくりをすることと、障害児保育に関する研修を受ける

ことが望まれていました。 

再評価結果 施設内外には、手すり、スロープ、エレベーター等が設置され物理的な保育 

環境づくりへの取組がみられます。障害児保育に関する研修を受け、報告書を

作成して関係職員に周知されています。 

◎（３２） 実習生や保育体験、ボランティアの受け入れ 

評価結果  実習生の受け入れは、担当者が決められていますが、実習生や保育体験、

ボランティアの受け入れについて、それぞれの意義や方針を定め保護者や職

員に周知し、目的に応じたプログラムを提供することが望まれていました。 

再評価結果 実習生や保育体験、ボランティアの受け入れに当たっては、それぞれの意

義や方針等が定められ、職員や保護者に周知され、理解されています。また、

それぞれについて目的に応じたプログラムが提供されています。 

 

◎（３４） 保育サービス向上への取組 

評価結果 全職員が自己評価を行い、自分の課題や園の課題を明らかにしていますが、

園長が定期的に職員から意見を聞くことが望まれています。 

保護者からの相談記録を基にカンファレンスや職場内研修を実施し、自己

評価等の結果を全職員に周知することが望まれていました。 

再評価結果 園長が定期的に職員から意見を聞く場を設けています。また、保育の実践

を通じた課題や保護者からの苦情などの事例を基に、カンファレンスや職場

内研修を適宜、実施しています。第三者評価、自己評価の結果は、職員会議

で報告され、職員に周知されるとともに、ファイリングして事務室に保管さ

れ、職員が自由に閲覧できるようにしています。 

 


